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繰 り返 され る心 象 群 が 一 つ の 文 学 作 品 の 解 釈 の 決 め 手 に な ることは 勿
論 で あ るが 、 頻 出す る一 つ の構 文 、 例えば 、 比較 構 文 に 目を向 けることで 、
全 体 像 がより明確 になると思 われる。ω 確か に 、 繰 り返 され る心 象 群 は 『リア
王』を壮 大な悲劇 に仕 立てている。 「愚か さ、 狂 い、 自然 、 毛物 、 脱 ぎ捨 て
る」などの心 象の連 なりも大 切な組 立 て要 素 であるが 、ω ある固有 の比 較構 文
に注 目すると、その構 文 がこの劇 の壮 大さを支える構 築 要素 の一 つであるばか
りでなく、リアが到 達 しえた一 っの認 識 を探 ることが できると思 われ る 言葉 数
の少ないコー デ リアがせ かされ て言 った 「それ 以 上 でも、 それ 以 下でもなく」と
いうのがそれ である。 当初 は、 コーデ リアの本 意を会得 しえなかったリアは、 も
のの 本質 を見極 めるに至る魂 の 叫び をや がては上 げるのである一一一それも、心
の 、 精 神 の、 思 いの 、 身 体 のあまりにも長 い 苦 しみ の後 に。
「この偉 大なる愚 か者 の舞 台(`thisgreatstageoffools')」(3)に この魂 の
叫 びを響 かせ るために、シェイクスピアは登場 人 物 たちに種 々様 々の比較 構 文
を頻 繁 に 口にさせ ている。 この大 舞 台のあちこちで、 「何 は何 々だ 」という言 い
切 りの形 でなく、 「何 は何 々よりも何 々だ」という表 現 の方 が 、実 に頻 りと響 きわ
たる。 興 味深 いことに 、 「それ以 上 でも」、 あるいは 、 「それ 以 下でもなく」とい
う比 較 の形 が他 の 登場 人 物たちにも出るには 出るが 、「何 は何 々だ」と言 い切 る
形 は 、 コー デ リア、 ケント、 そして、 エドガー に特 徴 的 に現れ る。 リアとグRス
ター 、 それ にエ ドマンドは、 思 い 、 言 葉 、 行い 、 怠 りにお いて、 比 較を好む
のが特 徴 である。
一 方
、 心を尽 くし、精 神 を尽 くし、 思 いを尽 くし、 カ を尽くす のがコー デ リア
であり、 ケントであり、 エ ドガ ーなのである。 そうであるのならば 、 言 い切ること
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ができないでいる、一 方の リアとグロスター は真 実か ら遠 い存 在 として、 「この偉
大なる愚か 者の舞 台 」に繰 り込 まれている、と仮 定 することができると思 われる。
この仮 定か ら推 論を押 し進 めてゆくと、この 比較構 文 こそが一連 の重 要な心象
群 の反 響 を支えている基底 音であると断 定することができるのではないだろうか。
そこで、この悲劇 の組 立 てに効 果 的 に寄与 す る比較 構 文 を引 き合 い に出 しなが
ら、 特 に冒頭 の場 面 に現 れる心 象と、 この場 面と有機 的 に結び つ いていく 「そ
の後 」の場 面 に現 れる心象 に注 目してみたい。 そ して、 リアが っい に辿 り着 い
た人 間理 解 の有 り様 を、コー デ リアとの 再会 の場 面 で探 り、この小 論 の結 びとし
たい。
『リア王』は 、冒頭 から比較 構 文 を観 客 に深 く印 象 づ けながら、始 まる。加 え
て、この劇 の一 つの 基底 音 である視 覚 に関わる心象 が 、興 味深 いことに、視 覚
を無 法な力 によって奪われるグロスターか ら開 ロー番 に出されるのである。『ハ ム
レット』の 冒頭を引き合 いに出す までもなく、ω シェイクスピア悲劇 は 開幕 にお い
て、 ある種 の緊 張と、ある種 の不 可解 さへ と観 客をいざなう。 ぞくぞ くす る緊 張
感 と、 どっちつかず の不 安感 が傑 作 悲劇 に不可 分なのである。
二 人の家 臣の 登場 で 『リア王』は幕 を開 ける。 一 方が 、 王 には 日頃か ら 「よ
り」気 に入 っていると思 われる公 爵 がいると言 う。 す ると一方 は 、 王 がその公 爵
の方 に今 までは確 かに 目を掛 けているように見 えたが 、 王国 分割 の意 思 表 明を
公 にする今 となっては 、どちらを 「もっともよく」評価 す るのか 、 自分 の 目で は見
えない 、と応 える。 このようにして、 主題役 のリア王 に 「どちらかをよりよく」とい
う、ものを分け隔 てる思 いがあることが、 劇 の 冒頭 で明 らか にされた。 より広 く、
より豊かな領 土 を王 は誰 に与 えるというのか一 一 どちらとも確 定 できぬままの不安
定な状態 で劇 が始 まったのある。⑤
ケント:王 はコー ンウォール公 爵 よりもオールバ ニー公 爵の方 を気 に入 って
いると思 っていました。
グロスター:我 々 にはそのようにいつも見 えました。しか し、王国 分割 の今
となっては 、どちらの公 爵 の方を、もっともよく評 価 され ておられ
るのか 見えてきませ ん。 精密 な秤 に掛 けて量 ってみ ても、お 二









「～ の方を」、 「どちらの… … どちらにも傾 かない」と、二 人 は比較 構 文 を遣 って
いる。 この 二人 の遣 り取 りで 、 さらに注 目したいの は 、 天 秤 の心 象(`weigh'd')
が出 てきたことである。 「天 秤 」とは、 一 方 に基 準 となる分 銅 を、 他 方 に量る物
を載 せ 、挺 子が水 平 になるか どうか を見 て重 さを決 める道 具であるOこ の価 値 基
準 を量 る秤 の心 象は 、二 つの うちからどちらかを選 ばなけれ ばならない時 に 、も
のの優 劣 ・損 得 などを、 基 準 となる分銅 が載 っていなくても、 比 べ て見ることを
比喩 的 に表 している。
ところが、この場合 、比 べ るものは 二つ に限 るのである。 選 択 肢 は 「あれ か 、
これか 」の 二つ しか ない。 第三 、 第 四の選 択 肢 がないところに、 物 事の成 り行
きが決 まってしまって、動か しがたい悲劇 性 が暗示 される。⑥ そして、その動機
づけは ともかく、別 の見方 をす れ ば 、一か 八か の選 択 を迫 られ ていることになる。
しかも、 リア王 の場 合 は、 悲劇 的 にも、 経験 的 にも知 りえた親 子 関係 に基 づ い
た愛情 の 判断 ではなく、 既 にどの領 地 を誰 に与えるか を決 めていたのだ。 しか
も、三 人 に王国 を等 分 に分 けたの ではない。それ にも関わ らず 、発す る言 葉 の
損得 を子 供たちに求 め、その後 に娘 たちが発 っした言 葉 の優 劣 を恣意 的 に量 り、
その結果 として、 受 ける側 の損 得 をも量 的 に公 にしようとしているのである。
また、天 秤 の心 象 は、 リアが正気 を失 い、子 供 に還 ってしまってす る 「あてっ
こ(`handy・dandy')」 遊 び に劇 的 に繋 がっていく。 「あてっこ」は 、どちらの手
にコインや 小石 を持 っているのか を当て合 う子 供 の遊 び である。この 「あてっこ」
遊 びの相手 をリアは 目玉 を挟 り取 られ たグロスター に求 めるの である 「どっち
が裁 判 官 で 、どっちが泥棒 か(`_handy-dandy ,whichisthejustice,which
isthethief?'4.6.153-54)」 と。
さらに、この 台詞 にある`justice'は 、両 手 に天 秤 と剣 を持 ち、 目隠 しをして
いる正義 の女神(Justice)を 想 起 させ る。女 神 が 目隠 しをしているのは公 平 を
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期 すためである。 目だ けで見 る偏 見 と独 断 を意 図的 に忌避 す るのが 「正 義 」で
ある。 ところが 、正 気 を失ったリアの遊 びの相 手 のグロスター は 、その時 、視 力
を意 図 的 に奪われ ていた。 「耳で 見ること(`Harkinthineear'ibid.,152)」
と、 「鼻 を効 かせ て/ゆ く(`_lethimsmel1/Hisway'3.7.94・95)」 以外 に
何 もできぬ 当のグロスター に、握 り拳 に物 を隠 した子 供 のように、両方 の拳 を 目
の前 に差 し出して 「正道 か邪道 か 」を判 断させ ようというの である。このようにシェ
イクスピアは様 々の心象 を蜘蛛 の 巣のように、判断 の基 準 を表す 比 較構 文 を芯
にして張 り巡 らし、 「この偉 大なる愚か者 の舞 台 」 に響 かせ ているのである。
冒頭 の対 話の続 きに戻 ろう。 ふ とケントは傍 に 「立 派な(`proper'1.1.18)」
男 がいるの に気 がつ く。これ まで9年 間も手 元 に置 いていない理 由も、外 国 で何
をしていたかも言 明 されていないが、私 生児 であるということで世 間体 をはばかっ
たグロスター が、エ ドマンドを厄介 者 として追い払 ったに違 いないと想 像 され る。
もしそうであるのならば 、厄 介払 い にされていたような男 にさえケントが 「立派 な」
男 と口にしたのは 、 社 交上 の習 いと一応 は解 釈 するとして、 次 の場 の 冒頭 で 、
「自然 よ、 お 前 は俺 の女 神 だCThou,Nature,artmygoddess'12.1)」 に
始 まる独 白を聞 けば 、この第 一 場で のケントの褒 め言 葉 は 、実 は皮 肉であった
ことが思 い起こされる。「目に見える有 り様 は実 体 とは違 う」という視 覚 と関わる主
題 は、「耳 で聞く言 葉 とその意 味とは違 う」という聴 覚との 関わりに繋 がっていく。
視 覚 ・聴 覚 へ の不信 も劇 中に繰 り返される主題 の一 つである。
グロスター はケントにエドマンドを引き合 わせ る。 若 気 の至 り、 とグロスター は
色 好み の話 のつ いで に、他 にもう一 人息 子 がいると言う。年 齢 の比 較 とともに、
向 ける愛 情 の比 較をグロスター はしているが 、その意 思 表示 が否 定形 の 比較 に
お いて表 されているところに注 目したい。 比 較 の対 象 は 「わしの息 子」でなく、
「夫をベ ッドに迎える前 に産 まれ た母 親 の息子(`asonforhercradleereshe
hadahusbandforherbed.'ibid.,15・16)」 である。 父の子 でなく、母親 の
私 生 児 なのである。
これ は 庶 子 で す が 、 法 令 に 準 拠 した 嫡 男 が い ます 。 これ よ り一 年 ば か り





「わしの見 積 り(`myaccount')」 という表 現 は 、 す でにグロスター が 口にしてい
る「こいつを育てるのはわ しの費 用 でした(`Hisbreeding ,sir,bathbeenatmy
charge.'ibid.,9)」 という台 詞 の 「わしの 費用 」 と併せ て聞 くと、 それ が金 銭
に関 わる心 象であることもあってiグ ロスター の損得 つ くの 考え方 が判 る。その一
方で 、間もなく始 まる領 土分 割も、損 得 に 関わる比 較 の闇題 であることの伏線 と
なっている。
ちなみ に 、 大 自然 が狂 った嵐 の場 で、 グロスター は気 の狂 ったリアと、 気 違
いの トムに身をや っ したエ ドガー と、狂 いを生 業 にしている道 化 を探 し当てる。四
種 類 の狂 いが つどう舞 台 である。 そ の時 には 、 ゴネリル とリー ガンは 王を亡きも
のにす るべ く追 手を差 し向けていた。 実 の娘たちに命 を狙 われ ている父親 の姿
を前 にして、 グロスター は 目の前の 従者 が 、 姿か たちを変 えているケントである
とも知 らず 、 心情 を吐 露す る。 幕 開 けと同 じように、 状 況 的 には 、 同 じ二人 が
揃 って傍 白をしながら、言 わばコーラスとなって、次の段 階を暗 示 す るのである。
傍 白と 「コーラス」 との連 環 にっ いては 、 エ ドガー との 関わりで後 述す る。
娘 た ちは あの 方 の 命 を狙 ってい る。 ああ 、あ の 善 い 家 臣 の ケントは
言 ってい たな 、 こうな るに 違 い な い と。 気 の 毒 にも追 放 され た 人 だ 。
そ な たは 言 わ れ たな 、 王 が 狂 った と。 友 よ、 わ しも言 って お きた い 、
わ しも狂 わ ん ばか りな の だ 。 息 子 が 一 人 、 い たことは い た。
だ が 、 わ しの 血 筋 か ら廃 嫡 に してしまった。 や つ は わ しの命 を狙 った 、
ほ ん の 最 近 の ことだ 、 ごくごく最 近 に だ 。 愛 してい た の だ 、 友 よ、
わ し以 上 に 息 子 を愛 す る父 親 が な い ほ どに。 本 当 の ことを言 うと、












グロスター は廃 嫡 にしてしまった息子 エドガーを愛 してい た、しかも「わ し以上 に
息 子を愛 す る父親 が ないほどに。」この比 較 級 は 、 ほどなくグロスターを裏 切る
ことで 「嫡 子 」となるエドマンドに向か って 、父代 わりを 自称 するコーンウォー ル
の 口からも出 される、 「より愛 しい父 親 となるぞ(`...thoushaltfindadearer
fatherinmylove.'3.5.24・25)」 と。 や がて、 リアは娘=たちに、 グロスター は
息子 に裏 切 られ る。 見極 める目を持 たない 二人 の親 は 、他 の子 供 以 上 に親 身
に思 ってくれる子供 を見捨 てる悪 行 を犯 した結果 である。「愚かさ、狂 い、自然 」
などの心 象 と、 「それ 以 上 、それ 以 下」という比 較 構 文 とが緊密 に結 びつ き、序
幕 での伏線 が明 らか にされる瞬 間 である。
このように劇 の 冒頭 から、その後 に続 く主要 な心 象 の連なりが、比較 構 文 との
絡 みで頻 出 するか らには、 『リア王』 が綿 密 に構 築 され ていることは明 らかであ
る。 そ して 、 いよいよリア王 の登場 である。 豪 華 な衣 装 に身を包 んだ 王侯 貴族
の登 場 である。
リア王 は側 近 のグロスター にフランス王 とバー ガンディ公 爵との接 待を命 じると、
かね てか らの懸 案 であった領 土分 割 を正式 に、 重 々 しく発 令 す る。 その リアの
台詞 の 冒頭 に注 目す べ き比較 級 がある。
そ の 間 に 、 余 の さらに 内 密 の 意 図 を公 表 しよう。
(Meantimeweshallexpressourdarkerpurpose.)
(1.1.36}
コーデ リアの求 婚者 であるフランス王 とバー ガンディ公 爵 の二 人が 来るまでの問
に、 リア王 は娘たち三 人 に分配 す る領 土を公 にす ると言 う。 劇 冒頭 のケントとグ
ロスターとの対 話 で明 らか なように、 領 土分 割 の意 図 を二 人の忠 臣は知 ってい
た。この 二人 には非 公 式 に洩 らしていたと思 われるし、宮 廷 内 でも既 に噂 になっ
ていたとも思 われ るが、正 規の発 表 が王の 口か ら公 にされるの は今が初 めてであ
る。
それ にしても、 「さらに内 密の(`darker')意 図 」という比較 級 の意 味 内容 が誘
しい。`dark'に 「邪 悪な」 という意 味 が支配 的 にあるか らだ。(7)この心象 が人
間 の心 に潜 む 邪 悪 さを想 起 させ るとなると、 ある 「暗 い意 図」 が王 の心 に潜 む
ことが予想 され る。なるほど、それ に続 く王 の言 葉 は文字 どお りの 暗愚 さを証 明
している 行 為 でなく、言葉 で愛 情 を表現 させ 、それを秤 に掛 け、 「より」広
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い、 「より」豊 かな領 地 を分 け与 えると言 うのだ。 しかも、 誰 にどの土 地を与え
るか は既 に決 めてあるという。 思 いを行 いに決 める時 に、 このような 「より黒 い」
欠点 が人 間 界 の秩 序 の頂 点 にある王 に顕 在 する事 実 は 、 極 く僅 かの汚 点が 大
宇 宙 の乱れ に波 及 し、拡 大す る危 惧 を抱かせ る。このように晴 天の空 に不意 に
現 れ た一 片 の黒 雲 は見 る間 に全天 に広 がり、大 自然 を覆 い隠 し、大嵐を引 き起
こす のも時 間の 問題 なのだ。
この拡 散 現 象 は一一人を除 いた娘たちに見る間 に伝 染してゆく。一 番 年 上 に産
まれ た(`Uureldestborn'ibid.,54)」 ゴネリル は比 較級 を多用 して王へ の愛 を
並べ 立 てる。
陛 下 、 わ た しの 愛 の 本 質 を 言 葉 で 表 す より以 上 に 愛 して お りま す 、
視 力 よりもw目 に 見 え る 世 界 の す べ て の 広 が りよ りも 、
そ れ を 喜 ぶ 自 由 よ りも愛 しく、
価 値 を 付 け うることの で きるもの を 越 え て 、 豊 か で 、 あ る い は 、
す ば らしく貴 重 で 、





満 足 したリアは 次女 に対 して、興 味 深 いことに、最上 級 形 を用 いて、しかも「コー
ンウォール公 爵 夫人 」と呼 び 掛 ける。
余 の 二 番 目 の 娘 は な ん と言 うか な 、
最 愛 の リー一ガ ン よ、コー ン ウォー ル 公 爵 夫 人 は?口 に せ よ。(lbid.,67・68)
(Whatsaysourseconddaughter,
(]urdearestRegan,wifeofCornwall?Speak.)
「最 愛 の リー ガ ン」 を文 字 どお りに 解 釈 す ると、 コー デ リア の 廃 嫡 を宣 言 した後
で 、 また 、 ケン トの 追 放 を宣 告 す る直 前 に 言 った 「コー デ リアを 一 番 愛 しく思 っ
てい た(`Ilovedhermost'ibid.,23)」 という表 現 と齪 酷 をきたす ことに なる。 「よ
23s
りよい」返 事を期 待 するあまりの失言 と取 ると、 リアの喜 びが過 ぎていることにな
る。 また、 ケントとグロスター が事前 に噂 していたとは違 って 、 オールバ ニー公
爵よりもコーンウォール 公 爵の 方を 「より」気 に入っていることにもなる。ともあれ 、
リアの価 値 判 断 の天 秤 は損 得 勘 定のせ いで揺 れ動 いていることだけ は確 かであ
ろう。
次女 のリー ガンは、 予想 どお り長 女 と張 り合 うつもりで、直 喩 と、最 上級 形 と、
限 定用 法 を 口にす る。
わ た しの 質 も 姉 とまっ た く同 じもの で で き て い ます … …
… わ た しの 愛 の 行 為 そ の も の で す
。
た だ 、 あ まりに 舌 足 らず な の は …
わ た し 自 身 は … 他 の 喜 び の 全 部 を …
… もっ とも貴 重 な もの と…








リー ガンに応 えて、 リアの 口からは 、
較 する表現 が発 っせ られる。
当然ながら、 長 女ゴネリル のそれ に比
広 さも 、 値 打 ち も、 喜 び に お い て も劣 らな い の だ 、




さて 、 い よいよコー デ リアの 番 で ある。 注 目した い の は 、 傍 白の コー デ リア の
台 詞 にも比 較 級 が 表 れ ることであ る。 しか も、 そこに は 天 秤 の 心 象 で ある`pon・
derous'が 表 れ る。 「わ た しの 舌 より以 上 に 重 み の あ る… …(`Moreponderous
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thanmytongue.'ibid.,78)」 とい うの が そ れ で あ る。 リアは 比 較 級 を遣 って
呼 び 掛 ける、 「余 の喜 び よ、/も っとも末 で 、 … 番 小 さくは あるが … …(`ourjoy,/
Althoughourlastandleast_'ibid .,82・83)」 と。 リア は 、 姉 た ちのもの より
も、 もっと広 い 、 もっと豊 か な 三 分 の 一 の 領 地(`Athirdmoreopulentthan
yoursisters'ibid,,86)」 をコー デ リア に 与 えるか ら、 父 へ の 愛 情 を 口に せ よと
せ か したr)三 等 分 した 「三 分 の 一一」で は な い ところが 興 味 深 い 。 もともと等 分 に
分 けて は い なか った の だ 。 ともあ れ 、 待 ち に 待 った 三 番 目の 愛 のF=7葉 であ る。
ところが 、 せ か され て重 い 口を 開 いた コー デ リアが 口 にす るの は 人 間 存
在 として は 「無 」とな った エ ドガ ー との 関 わ りに お い て後 述 す るが 期 待 を裏
切 る素 っ気 な い もの であ った。 一 言 だ け 、 「何 も(`Nothing'ibid .,87)」 と応
えるの み で あった。この 言 い 切 りの形 に凝 縮 され た 真 実 を 父 王 は 聞 き取 れ な か っ
た。
せ か され た コー デ リアが 口に した 言 葉 の 意 味 が リア に最 初 に 判 るの は 、ゴネ リル
に 「す べ て を認 可 され た 道 化(`alllicensedfool'1.4.201)」 ば か りか 、 精 鋭
の 従 者 た ちまで も悪 し様 に こき下ろ され た 時 で ある。
リア=小 さな 過 ち な の に
コー デ リア の な か に あ ると、 な ん と醜 く見 え た の だ ろう!(Ibid.,266-67)
(Lear.Omostsmallfault,
HowuglydidstthouinCordeliashow!)
この ように リア は 一応 は 反 省 をす る。 ところ が 、そ の す ぐ後 に 、ゴネ リル か ら罵 署
雑 言 を浴 び せ られ た ばか りか 、王 権 の 象 徴 で ある精 鋭 百 人 隊 を 半 分 に減 らされ
たの で ある。 現 実 を 目の 前 に 突 きつ けられ る瞬 間 であ る。そ の 時 の リアは 「支 配
権 、 王 国 所 有 権 、 行 政 管 理 権(`bothofrule,/Interestofterritory,cares
ofstate'1.1.49.50)」 とい う実 権 を 譲 り渡 してしまって い たの に 、 そ の 実 質 的 な
結 果 の 有 り様 を想 像 だ にで きな か った の であ る。 な に せ 、 「す べ て の 心 配 事 と、
す るべ き事(`allcaresandbusiness'ibid.,39)」 か ら解 放 され 、 「王 としての
名 目と、す べ ての 肩 書 だ け(`Thename,andallth'additiontoaking'ibid.,
136)」 を 留 保 してお くぐらい しか 、 愚 か にも考 えつ か なか ったの だ か ら。
こうして 、 実 権 の 「半 分 」を譲 り渡 され たゴネ リル の 「返 礼 」は 、 王 の 実 権 を
象 徴 す る騎 士 団 の 数 を 半 分 に 減 らす ことか ら始 まった。そ の 数 が 半 分 どころか 、
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零 になっ てしまうの も時 間 の 問 題 で ある。 コー デ リアの 応 え に 目を戻 そう。
コー デ リアの 真 意 は 届 か な か った。 そ れ は 、 口数 が 少 ない ば か りか 、 端 的 に
もの を言 う性 格 の た め か 、 「あれ の 声 は い つ も優 しく、/お とな しく、 しとや か で
あ った。女 に は ことに ふ さわ しくあ った(`Hervoicewaseversoft,!Gentleand
low,anexcellentthinginwoman.'5.3273・74)」 た め であ る。 心 を決 め て
コー デ リア はや っと真 事 を言 った 。
不 幸せ なことに、 うめくような声でも口にすることができませ ん 、
わたしの 心を唇 に登 らせ るには。 陛 下をお 慕 い 申し上げ ています 、





この 「うめくような声で 口にす る(`heave')」 はシXイ クスピア以 前 に用 法 がないも
のなので 、(8)この心 象 が効果 的 に再 び 、 ことにコー デ リアの 口か ら洩 れることを
考 えると、 劇 作家 としての 固有 の意 図 が感 じられる。 コー デ リアには、 姉たちと
は違 って、競 い合 ってリアの耳 に快 く響 く言葉 など吐 けないのだ。胸 を突 いて這
い上 がる本 当の気 持 ちを 口に出せ ない苛立 ちの表 現 でもあるのだ。しか し、コー
デ リアは 「わ たしの絆 に従って、それ以 上 でも、 それ以 上 でもなく」と言 い切 っ
たのだ。 この 「胸 の底 から突 き上 がってくるもの」の心 象 は形 を変えて、苦 しみ
のリアの台詞 に再 び表 れる。 「お お 、わしの胸 、この突 き上 げる胸 よ!下 がれ!
(`0,me,myheart!myrisingheart!Butdown!2.4.121)」 という悲痛 なリア
の叫 びとなって、 後 に共 鳴 する。
また、 コー デ リアの 「うめくような声 で 口にする」 心象 は紳 士 からケントに語 ら
れるコー デ リアの苦 しみの描 写 で再現 される。
本 当のところ、 一度 か 二度 、 「父 上」 という名を
うめくような声 で 口にされた。
喘 ぎながら、 まるで胸 苦 しくなったように。(略)
…それか ら、 振るい落 とされたのです 、






「あの聖 水 を、天 のような両 目か ら」という比 喩 は宗教 的 な意 味 合 いが強 いので、
キリストの苦 しみ に重 ね ている評者もいる。⑨
ともあれ 、リアは期 待 する言葉 をうめき声 でも口に出せ なか ったコー デ リアを勘
当してしまった。その廃 嫡 を宣 言す る時 のリアの誓 いの言 葉 を振 り返 ってみ よう。
旧秩 序 に関 わる誓 言である。
天 体 の す べ ての 動 きに か け て誓 う
そ れ に よって我 ら人 間 の 存 在 が 関 わる、 生 きるも死 ぬ も
今 ここに 、 わ しの 親 として の 心 遣 い の す べ てと縁 を切 る、
血 縁 の 親 密 な つ なが りの 多 寡 も。
そ して 、 わ しの 身 か らも心 か らも、








「天 体 のす べ ての動 き」が人 間界 に影 響 を及 ぼす という考 えは、 古 い価値 観 を
持 っ リアや グロスター には卑 近 なものである。㈹ リアの 「それ によって我 ら人 間
の存 在 が関わる、 生きるも死 ぬも」 という台 詞 に注 目したい。 人 間 には 自由意
思 が与 えられ ていないことが示唆 され ている。「生きるも死 ぬも」自然 の運 行 によ
る、というのだ。この考 え方がグロスター にも当ては まることが次 の場 で明 らか に
なる。 自然 の女神 を味方 につ けたエドマンドは迷 信 深 いグロスターをまんまと騙
してしまう。 グロスター は吹 き込 まれるままに、エ ドガ ーの 亡恩 を信 じ込 んでしま
う。
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最 近 の 日 食 と月 食 は 我 らに 善 くな い 徴 候 を表 して い る(中 略)親 子 の 絆 は 子
と父 との 間 で 裂 け た 。 わ しの 悪 党 は 予 言 に 当 た っ て い る。 父 親 に 背 く息 子 、






王 は正 に 「自然 の偏 り」で愛 娘 の答 えを不服 とし、「わたくしの絆 に従 って、
それ 以 上でも、 それ以 下でもない」 と血 を吐 くように言 い切 ったコー デ リア
を、 「親 子 の絆 」という掟 に背くと断 定し、義 絶 してしまうのだ。 王が 口にす
る言 葉 は掟 である。 王を諌 めようとす るケントの 出 ばなを挫 き、そのケントす
らも追放 してしまうのだが 、図らずもリアは本音 をケントに向かって 口にする。
一人 称代 名 詞 が印 象的 である。
あ れ をもっとも愛 して い た。 だ か らわ しの 手 持 ちの 札 を




リア が 賭 けるはず だ っ た 「手 持 ち の 札(`rest')」の 心 象 の 意 味 構 造 は 多 重 であ る。
この 心 象 に 「余 生 」 を託 す 「休 息 の 場 所 」 という意 味 が 加 わ る。 コー デ リア に
こそ世 話 に なりた い 、とい うの で あ る。 賭 博 の心 象 か ら連 想 され るの は 、 冒頭 に
愛 の 証 言 を 求 め たリア の 「父 と子 の 自然 の 間 柄 と、 子 が 親 に抱 く愛 情 が 当然 の
如 く要 求 す る(`Wherenaturedothwithmeritchallenge...'ibid.,53)」 の
中 の 「要 求 す る(`challenge')」 で ある。 この単 語 の 中 に 「戦 い を挑 む 」 とい う
語 釈 が 支 配 的 で あるの で 、(mそ の 語 感 か ら判 断 す ると、リア に一 か 八 か の 賭 け
る気 持 ちが あった ことは 否 め ない 。 長 女 の ゴネ リル と次 女 の リー ガン の愛 の 証 言
を確 認 してか ら、「そ ちの 姉 たち よりも、もっとも広 く豊 か な(`moreopulentthan
yoursisters"ibid.,86)」 領 地 を代 償 に 、コー デ リア が 口に 出 す で あ ろう言 葉
に 「そ の 後 」 の 人 生 を 賭 け てみ るつ もりだ ったことが 明 らか で ある。
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しか し、 コー デ リアは 「何 もご ざい ませ ん(`nothing')」 というた った 一 語 で リ
アの 思 惑 を文 字 どお り無 に してしまった。 この`nothing'と い う心 象 は 劇 中 に響
きわ たる。 この寸 鉄 人 を刺 す 言 葉 は姉 た ちの 過 剰 な愛 の 証 言 の す ぐ後 に 、 リア
が 口に す る 「要 求 」という愚 か にも情 け 無 い発 想 に 「戦 い を挑 む 」べ く発 っせ ら
れ たもの な の で ある。
確 か に 、 コー デ リア の言 葉 はあ まりに も素 っ気 な く、 不 機 嫌 で 、 親 の 気 持 ち
も理 解 しな い 印 象 を与 え る。 これ に 対 抗 して リアは 「無 か らは 何 も出 てこな い
(`Nothingwillcomeofnothing'ibid.,90)」 と応 える。 この コー デ リアの 言 葉
にキ リスト教 的 発 想 を読 み 込 む と、{12)神 の愛 は 無 か らこの 世 界 を造 ったの だか
ら、 無 か ら有 を 生 じる可 能 性 があ ることを示 唆 して いるの であ る。
しか し、コ0デ リア は 神 の 愛 をか ち 取 ることが で きるか も知 れ ない が 、父 王 の 愛
は 得 られ な か った。 「余 の 恵 み 、 余 の 愛 、 余 の 祝 福 を得 られ ぬ まま(`Without
ourgrace,ourlove,ourbenison'ibid.,265)」 、コー デ リア は 正 気 の リア 王 の
目の 前 か ら姿 を 消 す 。
コー デ リアは 、 「さらに 善 い所(`abetterwhere'ibid.,261)」 へ い ざなうフラ
ンス王 に促 され 、 姉 た ち に別 れ を 口に す る。
わたしたちの父の 宝石 であるお 二 人 の元を、 涙ながらに
コー デ リアは去 ります。 あなた方 がどういう方 か判 ってお ります が 、
妹 にふ さわ しく、 どうしても 口にすることを厭 います 、







、 文脈 上 は 「涙 ながらに」 ではあるが 、 次 に続 く 「ど
ういう方か判 ってお ります」という言 い切 りの価 値判 断 と並 べると、「洗 われた 目」
と文字 どお りに読 める。 視 覚 に関 わる心 象 である。 コー デ リアの 目には 「アラ」
どころか 、過 失 どころか 、二人 が罪 をおか す ことさえ明瞭 に写 っているのだ。幼
い頃から見 聞 きした姉 たちの言 動か ら判 断 した、父親 には判 らない歴 然 とした事
実を、 そのものず ば り見 抜 いていたのだ。
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この ような澄 ん だ 目を持 っ コー デ リア は 、ケン トと同 様 に リア の 目障 りとされ 、リ
ア の 目の前 か ら、 皮 肉 なことに 、 実 体 の な い王 権 に よって 消 され て しまうの で あ
る。 コー デ リアは 勿 論 の こと、 ケン トもリア が 目を向 けなくて はな らな い 「真 実 の
標 的 の 芯(`Th、etrueblankofthineeye')」 だ った。 リア は 真 実 に 耳 を貸 す ど





よりよく見 な さい 、 リア よ 、





わ たくしめをい つも傍 にお いて
(rbid,,157-58)
ケントのそれ まで の呼 び掛 けは尊 敬 を表 す 二 人称 複 数 の代 名詞(`yOU')で あっ
た。それを単数 の代名 詞(`thine')に 言 い換 えたところが効果 的 である。しかも、
好 ましい存在 である昔か らの親 友 を呼ぶ ように 「リア」と呼 び掛 けている。 確 か
に、ケントはリアを 「王 として敬 い、父 として慕 い、主 君として(`_asmyking,/
Lovedasmyfather,asmymaster'ibid.,140・41)」 従ってきたのである。 リ
アが愚 挙 に及 ぶのなら、臣 下として、子 として、従 者 としての勤めもその時 点で
終 わりなのだ。それ までと違 って無 礼な言 動 がケントにあったのは 、相 手 が気 の
狂 った判 断 しかできない老 人 ならば仕 方 がない。
しか し、 そんな筈 はない。 ケントは仮想 法を用 いてリアを諌 めにかか る。
矢 を射 るな ら射 てくだ さい 。二 股 の や じりが この 胸 を射 抜 い ても構 いませ ん 。
ケ ン トが 礼 を欠 くの は





リアが正気 でないなら不 遜 な態度 は しない、気 が違 ったのだから、というケントの
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含み だが 、皮 肉 にも、怒 り心 頭 に発っしたリア にはケントが内 包 した真意 を汲 み
取るだ けの器 量も、 聞 く耳もない。
同じように、このケントの 台詞 で注 目す べきところは 、 ケントが心 を打 ち明 けた
二人 称 単 数の呼 び掛 けに加 えて、 リアを 「老 人」と呼 び 掛 けていることである。
これ は他 の登場 人 物 の誰 よりも早く心 象 として現れ る呼 び掛 けであり、仮想 法 の
`invade
._wouldst'と 共 に遣 われ た心 象 である。 この 「老 人 」という心 象は 、
リアが憤 然 として席 をたって間もなく、コーデ リアが正 体を知 っているからこそ 「ア
ラ」があると言い切 った二人 の姉 たちによって、直 ぐに吐 き出され る心 象 ともなる
のである。
確 か に、 ケントの台詞 は王 に対 して臣 下として 口にす べ き言 葉 ではない。 そ
れ にも関わ らず 忠 臣ケントが 口にした心 意気 は 、 そのものず ばりであったので 、
皮 肉 にも、リアに通 じなかった。 経験 に裏付 けされ た知 恵 を豊 かに持 つ はず の
「老 人」 に賢 さが 見受 けられなかったという事 実は 、 「愚 かさ」と 「狂 い」 という
心象 と結 び つき、直ぐに現 実 となってあらわ にされるので ある。叙 想 法 に混 じっ
て使 われ た`L,earismad'と いう叙述 法 が特 徴ある言 い切 りであるだけに、余 計
に印象 的 である。 かくして運命 の輪 は 回り始めたのである。
「運命 の輪 」と 「叙述 法」と言 えば 、 自然の女 神 を味 方 につ けたエドマンドの
叙 述 法 で表現 された台詞 が想 起 され る。 「運 命 の輪 は丁 度 一 巡 りして、 俺 はこ
こにこのようにしてある(`Thewheeliscomefullcircle,Iamhere.'5.3.175)」
と、 死 に際 のエ ドマンドは輪の 一番 下 に突 き落 とされ た 自分 を叙 述 法 で言 い切
る。 己の 才覚 で 社会 の底 辺 か ら這 い上 がった庶 子 の末路 である。 このエドマン
ドの陰謀 はコンウォール 公爵 がグロスタ0伯 爵の居城 を訪れるという報を耳にした
時点 で軌 道 に乗った、その朗 報 を耳 にしたエ ドマンドが 口にす る比較 級 が印 象
深 い。その時 こそ 、運命 の秤 はエ ドマンドに傾 いたのだ。社 会 の価 値 基 準 は庶
子としてそれ まで は虐 げられてきた 自分 に傾 き出 したのである。
公 爵 が今 夜 ここに見 える?そ れ だ け 余 計 にい い 一 もっともい い機 会 だ!
この機 会 は 俺 のや るべ き仕 事 に 必 然 的 に仕 組 まれ る。(2.1.3.4-15)
(TheDukebeheretonight?Thebetter‐best!
Thisweavesitselfperforceintomybusiness.)
`weaves'に は 織 物 に関 わ る心 象 が 第 J¥だ が 、 「蜘 蛛 が 巣 を張 る」意 味 もある
の で 、毒 蜘 蛛 が 張 る巣 へ の 連 想 が及 ぶ の も容 易 で あ る。 エ ドマン ドが遠 謀 深 慮
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の計画 を仕 組 んで張 り巡 らした毒 蜘蛛 の巣 に、 い とも簡 単 に掛 かったのがエド
ガー である。
そ のエ ドガ.___.に父親 が差 し向けた追 手 が迫 っていた。 そこで 、 エドガー は気
の狂 った乞 食 姿に身 をや っし、 最 低 の人 間存 在よりもさらに 下等 に位 置 する毛
物 同様 に生 き、 生 き延 びる決 意 をする。
逃 げられるうちは
必ず 生 き延 び てやる。 思いつ いたぞ 、
もっとも卑 しい、 もっとも貧 しく惨 めな姿か たちになるのだ 、
貧 窮 が人間 を侮蔑 して、







エドガーが 口にする比較 級 は勿 論 であるが 「貧 窮」と 「毛 物 」という心 象 は 、身
にまとう衣 服 を 「脱 ぎ捨 てる」 心象 に結 び 付 く。 これ にリアの 「愚 かさ」 と 「狂
い」の心 象 が有機 的 に絡 まってゆく。 この 時点 で、エドガー は比 較の世 界 に存
在す ることを拒 否 したのだ。人 間 の作 った秤 では量 りきれない存在 の重み を言 い
切 り、 独 白を締 め括 る。
哀 れ に も気 の 狂 った 乞 食 の トム で さえ 、
何 か まだ あ る。 だ が 、 エ ドガ ー として は 、 何 もな い 。(Ibid.,20・21)
(...poorTom,
That'ssomethingyet;EdgarInothingam.)
エ ドガー が叙述 法 で言 い切 る 「ある」 「ない」の価 値 判 断は 、 さらには 、 劇 冒
頭 でリアとコー デ リアとが交わした禅 問答 のように含 蓄が大 で、しかも短 い遣 り取
りを想 起 させ る。
「それ以上でも、それ以下でもなく」ずばり、そのもの245
リア1口 に しなさい 。
コー テ リア:何 もあ りませ ん 、 陛 下 。
リア=何 も?
コー デ リア1何 も。
リア:何 もな い ところか ら何 も出 てこな い もの だ。











無 理 強 いして吐かせ た言 葉がたったの一 語 であるとは 、リアには想 像 だにできな
かったであろう。 長 女と次女 と同 じように父王 を讃 える言 葉 が 、 「い つも優 しく、
お となしく、 しとや かな」声 で聞こえてくるはずだ った。 「何もない」 と言い切 っ
たコーデ リアの真 意 には、皮 肉なことに、姉たちに比 べ られ る賞 賛 の言葉 など何
もないのだ。 比 較 の問題 であるかぎり、 真 実 は量 れない。 「それ 以 上でも、 そ
れ 以 下でも」ない 、ず ば り、そのものこそが真 実なのだ 、 本 当の愛 の現れ なの
だ。ものの表 現 ではなく、ことの行 動 なのだ。しか し、リアがこのような認 識 に至
るの はまだ まだ先 のことである。 「わしは 一人 の真 事 に愚 かな、 毫線 した年 寄り
だ(`lamaveryfoolishfondoldman'4.7.59)」 という認識 に至るのは 、 勘
当して、二度 と逢 えないと思っていた筈 のコー デ リアの愛 の行 動 があって初 めて
のことである。
しかし、愛 の言 葉 に意 味 がないことを悟 る機 会 は 、それ 以 前 に既 に訪 れ てい
たことは確 かだ。王 の威 光 を表 す精 鋭騎 士団 の数 をゴネリル に減 らされた時 であ
る。その時 は 、王 が差 し向 けた臣 下が足 枷をはめられ 、憤 然 としてゴネリル の前
に立 った時 でもある。扮 装 したケントが足 枷をはめられ た原 因は 、王の権威 を蔑
ろにす る下賎 なコー ンウォール の家 来 に義憤 を感 じて起こした言 動 による。ここに
も、ものの表 現 でなく、ことの行 動 が本 物 の愛 であることが明 らか にされ ている。
ところが 、 「50人 というから25の 倍 だ/お 前 の孝 行 は二倍 だ(`Thy丘ftyyet
dothdoublediveandtwenty,/Andthouarttwiceherlove .'2.4.259‾60)」
と、愛 を秤 で量 れると思 って数 量 化 したリアだが 、 打算 を識 る計算 高いゴネリル
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の相 手 ではない。 つ い には 「一人 だって必 要でない」と断言 されてしまう。 愚
か にも狂 った勝算 があったにも関 わらず 、 あるいはむ しろ、 狂 った計 算 のせ い
で、人 間にとって何 が最 低 限度 の必 要 なのか 、貧 窮 と毛物 の心 象を響 かせ 、復
讐 の反 対 概 念 である忍耐 の必要 を叫 ぶ。(13)
リー ガ ン:一 一人 でも必 要 で す か?
リア:お 一 、 理 由 を示 して 必 要 を正 当 化 す るな!
た とえ劣 位 にあ る乞食 でも、
生 存 に必 要 な 、 動 物 と区 別 で きる最 低 限 の 物 を
贅 沢 に 持 ってお る。
もしもお 前 が 自然 が 必 要 としてい る以 上 の 自然 を
許 してくれ な いの な ら、






リアは王 としての威 信 を傷 つ けられたことに初 めて気 がっいた。 さらには、数 量
化 する必 要があるうちは 、 愛 がない明か しだ ということに気 がつ いたとも言える。
雨 風をしのぐ最 低 限 の着物 をはぎ取 られたら、 人 間は 毛物 と区別 が つかなくな
る。 最 上級 形 と比較 級 、それ に直喩 が用 い られた文 体 が印 象 的である。また、
繰 り返される 「自然 」という心 象 には 、 親 が子 に、 子 が親 に抱 く人 間本 来 の愛
情 を表す のは勿 論 だが、 間もなくリアがさらされる大 自然 の脅威 の内包 がある。
リアはリーガンを相 手 に 自分 の考 えを訴 えているうちに、激 情 をぶ つ ける相 手 は






大 して 暖 か くもな い 物 だ か ら。 だ が 、 本 当 に 必 要 とい うの は な






贅 沢 の 意 味 を探 り当て たか に 見 え たリア は 、 「本 当 に 必 要 と」され るもの が 忍
耐 で あることに気 が つ く。 そ して 、天 に 呼 び 掛 け る。 これ が 二 度 目の 呼 び 掛
け で ある。 リアが 最 初 に した の は 、 「お お 、 わ しを気 違 い に させ な い で くれ!
気 違 い に は 、 優 しい 天 よ!(`01et'wnotbemad,not.r,sweet
heaven!'1.5.46)」 とい う呼 び 掛 け で あ った。 大 自然 は リア をい つ まで も優 し
く扱 うわ け で は ない とい う伏 線 が ここにあ る。㈲ リア は 慈 しみ 溢 れ る神 々 に祈
る。
神 々よ、 ご覧くだ さい 、 ここに一 人 の哀 れ な年 寄りが います 、
齢 と同 じに苦 しみ に溢 れ 、 そのどちらにお いても、 惨 めで います。
もしもこの娘たちの 心をか き乱 し、
父親 に歯 向か わせ るのがあなたたちなら、 愚 弄 しないでくだ さい、







「真 似 まで させ て」 愚 弄 され た の は 、 「愛 しい娘 よ、 告 白 します 、 わ しは 年 寄 り
だ 。/老 人 は 無 用 の長 物 だ 。 膝 をつ い て 懇 願 します/着 る物 、寝 る床 、食
べ る物 をお 与 え くだ さい(`Deardaughter
,IconfessghatIamold;1Ageis
unnecessary.UnmykneesIbeg/Thatyou'llvouchsafemerainment ,
bed,andfbod.'ibid.,X54-55)」 とリー ガ ンの 前 に膝 をつ い て 「懇 願 ごっこ」 を
.・
した時 である。 膝 をつ いてまで不孝 者 に懇願 などするつ もりなど毛頭 ないのだ。
しかし、 神 々に祈 る頓 呼 法 で注 目す べ きところは、 リアが 自らを初 めて 「惨 め
(`wretched')」 と認 めたことである、 たとえ、 「愚 弄 するな」という自尊 心 が未 だ
にあるとしても。 や がて心か ら 「娘 」に値 す る末 娘 の前で 「どうか 笑 い物 にして
くださるな(`Praynotmockme.'4,7.58)」 と心 から言 いながら膝 をつくので ある。
リアは 「自然 に背 いた」 娘 たちの前 で続 ける。
… 高 貴 な 怒 りを わ し に 授 け
、
女 性 の 武 器 で あ る 水 滴 な どで
男 の わ しの 頬 を 汚 させ な い で くだ さい!
あ い や 、 お 前 ら 自 然 に 背 い た 魔 女 め 、
お 前 た ち ふ た り共 々 復 讐 して や る 、
世 界 の す べ て が して や る つ もりだ
そ れ が 何 な の か 今 は わ か らぬ が 、 して や る つ もりだ 、









ここに 「忍 耐」と 「復 讐 」の 心象 が確 か に結 びつ く。 そ して、 「男 のわ しの頬 を
汚 」す ことのない 「女 性 の武 器 である水滴 」の意 味 を識 るのは 、や が て来るコー
デ リアとの 再会の 時である。 その時 、 「涙を流す 理 由」があるという 「理 由」 さ
えもないことを認 識 す ることになるのだ。 その時 こそ 、 「本 当の涙 を流 す」ことに
なるのだ。
こうして、 二人 の 「魔 女 」の前か ら、 最 後まです がりつ いて 自分か ら離 れよう
としない道 化 に声を掛 け、迫 り来 る狂気 の 時 に脅 えつ つ 、リアはか ろうじて毅 然
とした威 厳 を保 ちつつ 、嵐 の中へ 飛 び 出 してゆく、もの言 わぬ 道 化を身 近 に感
じながら。
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わ しが 涙 を 流 す と思 うだ ろ うが 、
い や 、 涙 な ど流 さぬ わ 。
わ しに は 涙 を 流 す 理 由 が た くさん あ るが 、 この 心 臓 が 〔大 嵐 の 音 〕
百 の 千 倍 も ば ら ば らに な るま で は







情が内攻 し始める兆候でもある。 燃 え上がる激情の先駆けである。 大 自然
の嵐はリアの心の嵐である。森羅万象がことごとくに狂いに狂う。その狂いの
中でリアは印象的な比較級を遣う。
わ しは 罪 な ど犯 して いな い 、




「未 だ暴 露されていない罪 を/司 直か らの正義 の答 を受 けず にいる(`undivulged
crimes!Unwhiptofjustice'ibid.,51・52)」 連 中の厚顔 さに触 れた 直後 の台
詞 である。 犯 した罪 がないと自認 していれ ばこその発 言である。 しかも、この台
詞 に宗 教 的な罪 を読 み 込 み 、「身 に受 けた」という受 動態 に注意 を向けると1そ
の表 す 意 味 は 「苦 しみ を受 けた」 という内包 になる。 リアがたぎらせ る 「激 情
(passion)」 は語源 的 にも 「苦しみ を受 けた」という意 味 である。 ならば、 リア
は思 い、言 葉 、行 い、怠 りにお いて罪 を犯 していなかったのか一 一ものを分 け
隔 てる思 いが 、 行 いよりも言 葉 に価 値 を期 待 す る言 葉 が 、 廃 嫡 に及 んだ 行 い
が 、加 えて、それ にもまして、真 実を見 極 める怠 りがなか ったか。 しかし、リア
の考 えは王権 を笠 に着 て犯 した 自分 の罪 状 の数 々 に未 だ及 んでいない。
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ところが、狂 い に狂 った嵐 の 中で、リアは 自分 とは比較 にならない生き物 に遭
遇 する 気 違 いのトムである。 その時 、 リアの人 間理解 は転機 を迎 える。
人 間 は これ 以 上 の もの で は な い の か?(中 略)お 前 は そ の も の ず ば りの もの
だ 。 必 要 な もの を 与 え られ て い な い 人 間 は 、 お 前 の ように 惨 め で 、 膚 を 晒
した 、 二 本 足 の 毛 物 に しか す ぎ な い 。 脱 が せ て くれ 、 人 間 に 不 必 要 な 借 り





先 ず 、発 想 にお いて、比較 級 から断 定表 現 への移 行 が窺 えて興 味 深 い。加 え
て、 コーデ リアが言 い切 った 「それ 以 上でも、それ 以 下でもない」という言葉 の
反 響 を聞 き取ることができる。 暴露 された 「そのものず ばり」の真 実 を 目の前 に
して、 リアの心 は共鳴 する。 それまでの贅 沢の暖 衣 とは比 較 にならない今の 薄
物 さえ必 要 ないのだ。 自分 の身か ら 「不必 要 な借 り物 」を脱ぎ捨 てようと躍起 に
なるリア。
この反 射 行 動 はリアの最 期 の場 面 に繰 り返される。 コー デ リアは死ん で 目の
前 に横 たわる。 人 間以 下 の生 き物 である犬や 馬 、 鼠などにも命 があったのだ。
死 が命 あるもの に訪 れる事 実 を認識 す る瞬 間 である。 ず ば り、 死そのものなの
だ。 しかし、 その認 識 に至るまで 、 リアは さらに長 い苦 しみを経 験 しなくてはな
らない。
このように 「そのものず ばり」と言 い切 れる人 生へ の達観 は、比 較 の問題 でな
く、 事 実 の認 識 にお いてこそ得 られるのである。 そこで 、 比較 級 から断 定表 現
の移 行 に注意 を向 けながら、この に の偉 大なる愚 か者 の舞 台 」をさらに考 えて
みたい。 次の 引用 は気違 いトムの傍 白である。傍 白は古代 ギリシャ悲劇 に使 わ
れ たコーラスを想 起 する効 果 的 な演 出 方法 の一 つである。 エ ドガー はす べての









老 人:や や 、 誰 だ 、 そ こに いるの は?
エ ドガ ー:[傍 白]おS 、 神 々 よ!「 今 が 最 悪 」 と誰 が 言 えよう?
今 まで より以 上 に悪 くなった。
老 人:惨 め な気 違 い トム だ。
エ ドガ ー:[傍 白]し か も、 わ たしは もっと悪 くなるか もしれ な い 。
最 悪 は 未 だ しだ 、
「これ が 最 悪 だ 」と言 えるうち は。(4.1.25-28)
Hownow?who'sthere?
[酌 ゴda]Ogods!Whois'tcansay,"Iamattheworst"?
確 か に、 「『これ が最 悪だ』と言 えるうちは 」最悪 でないのだ。 比 較 ができるうち
は本 物 でないの だ。 最悪 の状 態 にいることが明 白なエドガー の心情 であるだけ
に、その 表す 意 味 は重 い。この トムに遭遇 しても、狂 ったリアが未だ に比 較 の問
題 か ら抜 けきらないでいることは 、視 力 を奪われ たグロスター との関 わりで 、この
小論 の 冒頭 で述 べたように、子 供 遊 びの 「あてっこ」をす るリアの 姿 に明 らか で
ある。
リア:耳 で 見 ることだ 一 一 奴 らの 場 所 を 変 え ろ 、 どっ ち の 手 に 持 っ て るか
当 て な 、 ど っ ち が 裁 判 官 で 、 ど っ ち が 泥 棒 か?(4.6.152・54)
(Lear.Harkinthineearchangeplacesandhandydandy,which
isthejustice,whichisthethief?}
この 「耳で 見ることだ」は視 覚 に関わる心象 を想 起 させ ることは既 述 した。また、
比較 の主題 を意 識 させ る 「あてっこ」は、 さらに 、もう一 つ の選 択 の余 地 を考 え
させ る一 一どちらの拳 の 中 にも当てるもの が握 られていない場 合 のことである。ど
ちらか の拳 に握 られ ているかぎり、選 択 はできる。どちらかを言 い 当てることがで
きる。 どちらかが正解 なのだ。 だが 、相 手 は子 供 だ。 どこか に石 を隠 して、 両
方 に無 いこともありうる。どちらを 当てても正解 なら、当てなくても正 解なのだ。こ
252
の皮 肉 を想 定 しないで価 値 判 断 の 手 段 とす る二 分 法 に は疑 問 の余 地 がある。
「あれ か 、 これか」 の二 つがあっても選 べない時 こそ 、 選 択 肢 が三 つ以 上あっ
ても、そのものず ば りしか 選 べない瞬 間こそ 、人 生の真 実 があるのだが 、この小
論 の主題 から外れ るので 、 ここでは 比較構 文 をさらに追 うことにしよう。
で は、 コーデ リアと同じように 、 言 い切 りを特 徴 とするケントがフランス軍 陣 営
にいるコー デ リアを訪 ねる場 面 に 、 本 題 の比 較構 文 を見 てみ よう。 ケントはリア
の苦 しむ様 をありのままに報 告す る。
わたくしめを覚えて頂きまして、 婦 人よ、 過分 に過ぎるお 支払いです 、
わたしめの報告はどんなに控え目に申し上げても事実に添ったもの、





コーデ リアとの再 会 を契機 に、ケントの 口から劇 冒頭 のコー デ リアの 「それ 以 上
でも、それ 以 下でもなく、そのものず ば り」という表現 が再 現 され た。 心 象 の共
鳴 である。 ところが、 興 味深 いことに、 応 えるコーデ リアが比 較級 を遣 うのであ
る、 「よりよく身 に着 けてくだ さい 、/そ の衣 服 はより悪い 時の思 い出 のよす がで
す(`Bebettersuited,/Theseweedsarememoriesofthoseworserhours;'
ibid.,6・7)」と。 しかも、ケントの扮 装 を見破 る 目を持 っていた事 実と、繰 り返 さ
れ る「脱 ぎ捨 てる」という心 象の方 に、この台詞 が重 きを置 いている点 にお いて、
それこそ 「より」 印象 的な表 現 である。
しか し、 「もっとも」 印象 的 なのは 、 リアがコー デ リアと再会 す る場 面 である。
長 い苦 しみ を受 けた後 に正 気 を取 り戻 す のである。この場 面を最 後 に、一連 の
重 要 な心象 群 の反 響 を支 えている基底 音 である比較 構 文 の検 討 を終 わりたい。
そ して、 リアがつ いに辿 り着 いた人 間理 解 の有 り様 をさらに探 ってみたい。
リアは夢かうつ つか判 然 としない状 態の まま、フランス軍の天 幕 で 目を覚 ます。
次第 にはっきりしてゆく視 覚 は 、や がて愛 す るコー一デ リアの姿を捉 える。 和解 の
時 でもある。
コー デ リア1い けませ ん 、 陛 下 、 膝 をっ い て は い け ませ ん 。
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リア:ど うか 笑 いもの にしてくださるな。
わしはとても愚 かな毫砥 した年 寄りだ 、
八 十と幾 つか だ、 一 時 間でもそれ 以 上 でもそれ 以 下 でもない。
そ して率 直なところ、







つ い にリアは 「それ 以 上 でもそれ 以 下でもない 」という認 識 に至ることができた。
しかも、不 安 定な精 神 状 態を 「どこか未 だに狂 っているらしい 」と叙 述 法 で言 い
切 っている、 極 めて率 直 に。 かつ ては リー ガンの前 でほんの遊 びから膝 を屈 し
たこともあった。 既述 したように 、皮 肉を込 めて 「懇願 ごっこ」をした時である。
しか し、今 は心 の命ず るままに真 面 目にコーデ リアの前 に膝 を突 き、「とても愚 か
な毫 礫 した年 寄 りだ」 と言 い切 った。
リア:あ なたもこち らの 人 も見 知 っ てて しか るべ きと思 うが 、
どうもそれ も疑 わ しい。 な ぜ な ら、 まったく知 らな い の だ 、
ここが どこだ か 。 そ れ に持 て るす べ ての 知 識 をひ ね って み ても
こうして 着 て いる物 に記 憶 が な い のだ 。 お まけ に 、 知 らな い の だ 、
ゆ うべ は どこに 宿 を取 った の か 。 笑 って くだ さるな 、
それ とい うのも わ しが ここに 一 人 の 人 間 としてあ るの は
明 らか だ か ら、
この婦 人 は 、 わ しに子 の コー デ リア だ と思 うか らだ 。
コー デ リア;そ の とお りです











リアには傍 に立 つケントの顔も、ひ ざまず くコー デ リアの顔 も見分 けることが未 だ
できないでいる。 しかし、 「知らぬことを識 る」という一 つの達 観 がリアにあること
が明 らかである。 真 理 を見極 める用意 ができたのだ。 「ここに一 人の人 間 として
ある」という実存 感 を識ることで 、 目の前 の婦 人 がコーデ リアであることを識 るの
である。
一 方のコー デ リアは 、リアの眠 り顔 を見ている時は二 人 称複数 の`yOU'を 遣い 、
「陛 下(`yourMajesty'ibi.d.,43)」 などと言 わず 、懐 か しさ、 いとお しさを表 す
「わ たしの愛 しい父 上(`mydearfather'ibid.,25)」 と一人 称 で呼 び掛 けてい
る。それ にも関わらず 、父 親 を前 にしてす るコーデ リアの応 えは言 葉 少なく、王
に対す る尊 称 のみを 口にす る。 ここには劇 冒頭 に見た 、父 王を心から慕う、言
葉 を飾 ることを潔 しとしないコー デ リアの姿を重 ね ることができる。 ともあれ 、リア
の 「わしに子 」に応 えて、 「あなたの娘 です」と言 ってはいない。 しかし、 それ
にも関わ らず 、 コー デ リアに特徴 的 に現 れる言 い切 りの形 であることは確か であ
る。 リアはさらに続 ける。
リア=そ なた の 涙 は 濡 れ て い るの か!確 か に 、 本 当の 涙 だ 。
どうか 涙 を流 さな い で お くれ 。
わ しに毒 を用 意 してるなら、 進 ん で 呑 もう。
わ しを愛 してい な いことは判 っ ている、 なぜ な ら、 お まえの 姉 たち は
しか と覚 え てい る わ しに 悪 事 を働 い た。
そ なた に は 言 い 分 が あるだ ろう、 あれ た ちに は な い。









リア は 涙 に濡 れ たコー デ リアを 見 分 けることが で きた。 や っとのことで 、 「至 福 の
魂(`asoulinbliss'ibid.,45)」 の 愛 の 手 に 迎 えられ たの だ。 そ れ まで は 「火
焔 の 車 に/縛 りつ けられ て いた(`IamboundlUponawheeloffire'ibid .,45・
46)」 の だ か ら、 流 す 涙 も地 獄 で は 瞬 時 に蒸 発 してしまった。 や が て は 、 「…
この 世 の 強 固 な拷 問 台 の 上 に/手 足 をこれ 以 上 に 延 ば す ことにもな るは ず(∵ .
wouldupontherackofthistoughworld/Stretchhimoutlonger'S .3.315-
16)」 な の だ が 、 この 和 解 の 場 面 で は 、 リア は い っときの 心 の 平 和 を取 り戻 す こ
とが で きた。
そ して 、 リア は 与 えられ るもの が 毒 で さえ 、 「進 ん で呑 もう」としてい る。f悪 事
を働 い た 」ことを 自覚 してい るか らに は 、 愛 され な い ことも判 っ てい る。 罪 を 「犯
され た」 の で は なく、 罪 を 「犯 した」 ことをや っと自認 した の だ。 それ が 懲 罰 な
ら毒 さえ仰 こうとして いる。 しか し、 毒 を与 えて 当然 と思 わ れ た コー デ リア に 「言
い 分 」は 何もなか った。今 も昔 も、これ か らも、コー デ リア の応 えは 言 葉 少 な い 。
言 葉 少 なく言 い 切 るだ け で ある。コー デ リアの 無 償 の 愛 に言 葉 は い らない の だ 。
コー デ リア;よ ろ しけ れ ば 、 お 歩 きくだ さい 、 陛 下 。
リア:ぜ ひ とも わ しの 支 え に な っ て い て ほ しい 。
お 願 い だ 、 今 は 忘 れ て 、 許 して ほ しい 。




足 元も覚 束ないリアを支えて退 場 するコー デ リア。コーデ リアはこれ からも心を尽
くし、精神 を尽 くし、 思 いを尽 くし、カを尽 くしてリアを支 えるであろう。 しか し、
そのコーデ リアが木 の上 に架 けられ て首を吊られるのも間もなくで ある。再 会 と和
解 の時も、 束 の間 の幸せ に終 わる。 なぜ なら、 この場 面 以降 に、 固有 の心象
に絡 まる比 較構 文はなおも繰 り返 され 、同時 に、「最 悪 」の劇 的 状 況も繰 り返さ
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れ る。 コー ラスとしてエ ドガ ー が 口 に したように 、 「最 悪 は 未 だ しだ 、 『これ が 最
悪 だ 』と言 えるうち」なの だ か らだ 。 間 もなく、絶 命 したコー デ リア を両 腕 に抱 い
たリア の 叫 び を聞 くことに なる。 その 悲 痛 さをケン トとエ ドガ ー は 共 に修 辞 疑 問 を
発 っして強 調 し、 共 に現 実 の痛 ましさを断 言 す る、 「これ こそ が約 束 され た世 の
終 わ りだ(`Isthisthepromis'dend?'5.3.,2x4)」 、 「また は 、 そ の 恐 ろしい 心
象 そ のもの だ(`4rimageofthathorror?'ibid.,265)」 と。 そ して 、 に の 偉
大 なる愚 か 者 の 舞 台 」 は 幕 を閉 じる。
以 上のように、この小論 の狙 いは 三つ あった。先 ず 、比較 構 文 がこの劇 の壮
大 さを支える構 築 要 素 の一っ として頻 出することを捉 えた。次 に、比 較構 文がこ
の悲劇 の組 立てに効果 的 に寄 与す ることを引き合い に出しなが ら、コー デ リアの
「それ 以 上 でも、 それ 以 下 でもなく」という言 い切 りの 比較 構 文こそが、 一連 の
重 要 な心 象 群 の反 響 を支 えている基底 音 であることを見た。 そ して最 後 に、劇
的展 開 にお いて、冒頭 の場 面 に現 れる比 較 構 文 と心 象 が、その後 の場 面の比
較構 文 と心象 に有機 的 に結 び つ いていく様相 に 目を向けた。この三 つの視座 を
保 ちなが ら、 冒頭 の場 面 から 「和解 」の場 面 に至るまでを取 り上 げ、 繰 り返さ
れる比 較構 文と心 象 を中心 に見ながら、正気 を取 り戻 したリアが辿 り着 いた人間
理解 の 有 り様 を探 った。
確 か に、あまりにも長 い 苦しみ の後 に、リアはものの本 質を見極 めるに至る魂
の 叫び を上 げたのである。 リアの魂 の叫 び を 「この偉大 なる愚 か者 の舞 台」 に
響 かせ るために、 シェイクスピアは他 の登場 人物 たちにも種 々様 々の比較 構 文
を頻 繁 に 口にさせ ている。 この大 舞 台のあちこちで 、 「何 は何 々だ」という言 い
切 りの形 でなく、 「何 は何 々よりも何 々だ 」という表 現 の方 が、 実 に頻 りと響 きわ
たる。 なぜ なら、 「それ 以 上」、 あるいは 、 「それ 以 下」 とい う価 値 判 断 はす べ
ての登 場 人物 たちも 口にしているか らである。
しか し、興 味 深い ことに、「何 は何 々だ」とず ばり言 い切る形 は、コー デ リア、
ケント、そして、エ ドガー が特 徴 的 に 口にする。言 い換 えれ ば 、心を尽 くし、精
神 を尽 くし、 思 いを尽 くし、力 を尽 くす のがコーデ リアであり、 ケントであり、 エ
ドガー である。 リアとグロスター は 、 思 い 、 言葉 、 行 い 、 怠 りにおいて、 言 い
切 りよりも比 較を好 む のが特徴 であった。 ず ばりと言 い切ることができないか らこ
そ、 リアとグロスターは 真 実から遠 い存在 だったの である。 か くして、 この小論
にお いて、 『リア王 』の組 立てに効 果 的 に寄 与す る比 較構 文と心 象 との 有機 的
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な絡 みを明らか にす ることができた。 シェイクスピアは様 々の 心象 を蜘 蛛 の巣の
ように、 判 断 の基 準を表す 比 較構 文を芯 にして張 り巡 らしたのだ。
註
(D筆 者 は 比 較 構 文 に 目を向 けることで 、 劇 の 全 体 像 が より明 確 にな ることを 『マ ク
ベ ス』を対 象 に して既 に 論 証 している。『神 奈 川 大 学 言 語 研 究 』、第21巻 、1998
年 、1-27頁 に掲 載 の小 論 「『よりい い』 は 『い い』 より 『い や 』 比 較 構 文
に見 るマ クベ スの選 択 肢 一 一(`"Tobethus"RatherThan"tobeother"一 一一
Macbeth'sReluctancetoChooosetoMoveOn一)」 を参 照 。
(2)シ ェイクスピア悲 劇 を本格 的 に生 涯 の 研 究 対 象 に決 めた 時 、次 の 二 つ の 著 作 に




(3)臼 を 挟 られ て 荒 野 を さ まよ うグ ロス ター を 目 の 前 に して 、 リア が 狂 い の 中
で 野 草 の 王 冠 を脱 ぐ時 に 、「産 まれ る時 、我 らは 泣 き声 を上 げ る/こ の 偉 大 なる
愚 か 者 の舞 台 に 出 たか らだ(`Whenweareborn,wecrythatwearecome/
Tothisgreatstageoffbols.'4.6。181・83)」 と言 う台 詞 の 一 部 である。 原 典 は
『リバ ー サ イドeシ ェイクスピア(TheRiversideShakespeare,G.Blakemore
Evansed.,HoughtonMifflinCo.,Boston,1974)』 を使 用 。 翻 訳 は既 刊 の
翻 訳 書 を参 照 した 引 用 者 の拙 訳 で ある。その 際 に 、翻 訳 の 基 本 姿 勢 として 、原
文 の心 象 に忠 実 な散 文 体 で 、しか も新 しい解 釈 に資 す るようにつ とめ た。詳 しい
筆 者 の翻 訳 観 は 小 論(「 教 室 の シェイクスピア 教 材 としての翻 訳(1)第 一
章 翻 訳 論 に代 えて 」、 神 奈 川 大 学 外 国 語 研 究 セ ンター 『語 学 研 究』 第7号 、







(6)fAかAで ない か 」 とい う、 選 択 肢 が 二 つ しか な い 「二 分 法(dichotomy)」 は






え 方 の 根 本 に あ る。 一 方 、 あ る 価 値 基 準 を 設 定 し て 、 そ れ に 準 拠 し 、 「AかB
か 」 とい う異 質 の 比 較 判 断 を す る の が 、 全 能 の 神 へ の 信 仰 を す べ て の 基 準 に 置
くユ ダ ヤ 的(ま た 、 キ リス ト教 的)論 理 で あ る 。 これ を 踏 ま え た 筆 者 の 上 掲 論 文










当 時 の 自 然 観 と、 そ れ に 基 づ く新 旧 の 対 立 す る 自 然 観 に つ い て は 、 上 掲(2)
の ダ ン ビ ー の も の に 加 え て 、 次 の 著 作 を 参 照 。E.M,W.Tillyard,TheEliza-






(14)リ ア と 同 様 に グ ロ ス タ ー に と っ て も 神 々 は 優 し く 、 慈 し み に 溢 れ る 。Cf.`Omy
follies!ThenEdgarwasabused?/Kindgods,forgivemethatandpros-
perhim.'f3.7.86);`Youevergentlegods,takemybreathfrom
me_'(4.6.213)
